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石

　
　上

　
　泰

　
　州

一
　
は
じ
め
に

日
本
の
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
は
、
議
会
の
選
挙
で
立
候
補
者
数
が
選
挙
区
の
定
数
以
下
だ
っ
た
場
合
、
ま
た
、
首
長
（
都
道
府
県
知

事
、
市
区
町
村
長
）
の
選
挙
で
立
候
補
者
数
が
一
名
だ
っ
た
場
合
は
、
投
票
を
行
わ
ず
、
無
投
票
で
そ
の
立
候
補
者
の
当
選
が
決
定
す
る
。

こ
う
し
た
無
投
票
当
選
は
、
国
政
選
挙
に
お
い
て
は
戦
後
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
も
の
の
（
１
）

、
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
相
当
な
頻
度
で
発
生
し

て
い
る
。
二
〇
一
九
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
道
府
県
議
と
町
村
議
の
約
四
分
の
一
が
無
投
票
当
選
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
候
補
者
数

が
定
数
を
下
回
っ
て
定
数
割
れ
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
先
の
統
一
地
方
選
挙
で
定
数
割
れ
と
な
っ
た
の
は
八
町
村
（
北
海
道
厚
真
町
、
興
部

町
、
中
札
内
村
、
浜
中
町
、
長
野
県
辰
野
町
、
山
ノ
内
町
、
愛
知
県
幸
田
町
、
熊
本
県
津
奈
木
町
）
に
の
ぼ
り
、
前
回
の
統
一
地
方
選
の
四
町
村
か

ら
倍
増
し
て
い
る
。

論
　
説

（
一
七
三
）
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三
二

議
会
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
は
、
町
村
を
中
心
と
す
る
小
規
模
自
治
体
に
多
く
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
た
が
、
市
議
会
が
無
投
票

当
選
と
無
縁
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
今
年
（
二
〇
一
九
年
）
に
入
っ
て
か
ら
も
、
す
で
に
熊
本
県
阿
蘇
市
、
長
野
県
小
諸
市
、
山
梨
県

上
野
原
市
、
静
岡
県
焼
津
市
、
長
野
県
須
坂
市
な
ど
の
市
議
会
選
挙
が
無
投
票
当
選
と
な
り
、
四
月
の
統
一
地
方
選
に
お
い
て
は
、
北
海

道
歌
志
内
市
、
山
形
県
寒
河
江
市
、
茨
城
県
結
城
市
、
新
潟
県
小
千
谷
市
、
福
井
県
敦
賀
市
、
愛
知
県
み
よ
し
市
、
長
久
手
市
、
佐
賀
県

多
久
市
、
大
分
県
津
久
見
市
、
宮
崎
県
小
林
市
、
鹿
児
島
県
枕
崎
市
の
十
一
市
が
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
。

ま
た
、
無
投
票
当
選
は
議
会
選
挙
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
首
長
選
挙
に
お
い
て
頻
繁
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
最
近
の
市
長
は
約
四

分
の
一
、
町
長
は
半
数
近
く
が
無
投
票
当
選
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
首
長
選
挙
と
議
会
選
挙
が
両
方
と
も
無
投
票
当
選
と
い
う
例
も
あ
り
、

北
海
道
秩
父
別
町
や
愛
知
県
豊
根
村
、
熊
本
県
水
上
村
で
は
二
〇
一
九
年
の
選
挙
で
首
長
選
挙
と
議
会
選
挙
の
両
方
が
無
投
票
と
な
っ
て

い
る
。
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
首
長
と
議
員
の
全
員
が
、
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
な
く
選
出
さ
れ
て
い
る
自
治
体
す
ら
存
在
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
無
投
票
当
選
が
発
生
す
る
背
景
と
し
て
は
、
圧
倒
的
に
強
い
候
補
者
を
前
に
し
て
他
の
候
補
者
が
立
候
補
を
見
送
ら
ざ
る
を

え
な
い
と
い
っ
た
状
況
の
他
、
立
候
補
予
定
者
ら
が
選
挙
戦
に
な
る
の
を
回
避
す
る
た
め
、
事
前
に
調
整
を
行
っ
た
結
果
と
い
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
首
長
や
議
員
と
い
っ
た
地
方
政
治
家
の
ポ
ス
ト
を
う
か
が
う
潜
在
的
候
補
者
自
体

は
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
の
「
無
投
票
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
小
規
模
自
治
体
を
中
心
に
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
、
候
補
者

を
集
め
た
く
て
も
集
ま
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
朝
日
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
課

題
で
あ
る
と
回
答
し
た
の
は
全
町
村
議
会
の
約
半
数
、
四
九
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
２
）

。
地
方
政
治
家
の
ポ
ス
ト
そ
の
も
の
が
魅
力
を
失
い
つ

（
一
七
四
）
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三
三

つ
あ
る
の
で
あ
り
、
無
投
票
当
選
の
動
向
は
、
現
代
の
日
本
の
地
方
自
治
が
抱
え
る
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
本
稿

で
は
、
地
方
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
の
動
向
を
時
系
列
的
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
も
た
ら
す
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
し
た
い
。二

　
首
長
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選

首
長
選
挙
（
知
事
選
挙
と
市
区
町
村
長
選
挙
）
は
、
自
治
体
の
全
域
を
一
つ
の
選
挙
区
と
す
る
定
数
一
の
選
挙
で
あ
り
、
無
投
票
選
挙
と

な
る
の
は
立
候
補
者
が
一
名
し
か
い
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
図
表
１
は
、
第
一
回
（
一
九
四
七
年
）
以
降
の
統
一
地
方
選
挙
時
に
実
施

さ
れ
た
首
長
選
挙
に
つ
い
て
、
無
投
票
当
選
の
占
め
る
割
合
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
知
事
選
挙
は
無
投
票
当
選
の
件
数

が
少
な
い
た
め
省
略
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
町
村
長
選
挙
は
一
貫
し
て
三
分
の
一
以
上
の
選
挙
が
無
投
票
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、

一
九
七
〇
年
代
の
末
か
ら
八
〇
年
代
の
後
半
に
か
け
て
は
、
半
数
以
上
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
る
。
市
長
選
挙
（
政
令
指
定
都
市
、
特
別
区

を
除
く
）
は
、
時
代
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
が
、
多
い
時
で
三
分
の
一
程
度
が
無
投
票
で
あ
り
、
近
年
は
八
〇
年
代
の
ピ
ー
ク
時
に
並

ぶ
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る
選
挙
の
執
行
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
九
年
の
統
一
地
方
選
挙
の
執
行
率
（
統
一
地
方
選
挙

時
に
選
挙
を
行
う
自
治
体
が
全
自
治
体
に
占
め
る
比
率
）
は
、
首
長
選
挙
で
は
一
二
・
九
％
に
す
ぎ
な
い
（
３
）

。
そ
こ
で
、
統
一
地
方
選
挙
時
に
実

施
さ
れ
た
選
挙
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
首
長
選
挙
に
つ
い
て
、
鷲
見
（
二
〇
一
七
）
の
集
計
を
ベ
ー
ス
に
、
近
年
（
一
九
九
五
年
か
ら

二
〇
一
八
年
）
の
無
投
票
当
選
の
割
合
を
四
年
ご
と
に
示
し
た
の
が
図
表
２
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
知
事
選
挙
の
状
況
も
掲
載
し
て
あ
る

（
一
七
五
）
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三
四

が
、
知
事
選
挙
の
無
投
票
当
選
の
件
数
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
年
、
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
他
方
で
、
町
村
長

選
挙
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
〇
～
五
〇
％
が
、
市
区
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
〇
～
二
五
％
が
無
投
票
と
な
っ
て
い
る
。
首
長
選
挙

に
つ
い
て
は
、
無
投
票
当
選
が
多
い
の
は
、
町
村
長
選
挙
、
市
区
長
選
挙
、
知
事
選
挙
の
順
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
自
治
体
の
規
模
が
小

さ
い
ほ
ど
無
投
票
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
知
事
選
挙
、
市
区
町
村
長
選
挙
の
順
に
、
首
長
選
挙
に

お
け
る
無
投
票
当
選
の
状
況
を
整
理
し
て
い
こ
う
。

（
一
）　
知
事
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選

知
事
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
は
、
件
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
四
七
年
に
知
事
公
選
制
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
の
七
〇
余
年
の
間
に
、
無
投
票
当
選
の
件
数
は
二
〇
件
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
（
図
表
３
）。
た
だ
し
、
こ
の
間
の
長
期
的
な
傾
向
と

し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
が
六
件
、
六
〇
年
代
が
四
件
、
七
〇
年
代
が
二
件
、
八
〇
年
代
が
一
件
、
九
〇
年
代
は
ゼ
ロ
件
と
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
一
件
、
二
〇
一
〇
年
代
は
六
件
と
、
近
年
は
一
転
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
代
は
、

知
事
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
一
九
五
〇
年
代
と
同
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
知
事
選
挙
に
お
け
る
二
〇

件
の
無
投
票
当
選
に
つ
い
て
、
政
党
間
の
対
立
枠
組
み
を
中
心
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
公
選
制
導
入
直
後
の
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
知
事
選
挙
は
、
保
革
対
立
、
あ
る
い
は
保
守
同
士
の
対
立
を
中

心
と
し
て
、
激
し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
無
投
票
と
な
る
ケ
ー
ス
は
皆
無
だ
っ
た
。
知
事
選
挙
に
お
け
る
最
初
の

無
投
票
当
選
は
、
三
回
目
の
統
一
地
方
選
挙
と
な
る
一
九
五
五
年
の
島
根
県
と
岡
山
県
の
選
挙
で
あ
る
。
島
根
県
で
は
、
前
回

（
一
九
五
一
年
）、
民
主
党
が
社
会
党
と
相
乗
り
し
て
、
自
由
党
推
薦
の
候
補
を
破
る
と
い
う
選
挙
で
恒
松
安
夫
知
事
が
誕
生
し
て
い
た
が
、

（
一
七
六
）
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三
五

図表 １　首長選挙における無投票当選の割合の推移（統一地方選挙）

出所：総務省『地方選挙結果調』（各版）より作成。2019 年は『朝日新聞』。

注）市長には政令市長、特別区長を含まない。

図表 ２　近年の首長選挙における無投票当選の割合（全数）

出所：�1995 ～ 2014 は鷲見（2017）86 頁より作成。2015-18 は「地方公共団体の

議会の議員及び長の選挙執行件数調」各年版より作成。

（
一
七
七
）
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三
六

二
期
目
に
は
民
主
党
と
社
会
党
の
相
乗
り
に
自
由
党
も
合
流
し
て
保
革
相
乗
り
が
形
成
さ
れ
、
対
抗
馬
が
あ
ら
わ
れ
ず
に
無
投
票
と
な
っ

た
。
当
時
は
保
守
合
同
に
よ
る
自
民
党
結
党
（
一
九
五
五
年
十
一
月
）
の
前
で
あ
り
、
保
守
の
民
主
党
、
自
由
党
の
片
方
に
左
右
社
会
党
の

一
方
、
又
は
両
方
が
相
乗
る
と
い
っ
た
枠
組
み
の
選
挙
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

岡
山
県
も
ま
っ
た
く
同
様
の
状
況
で
あ
り
、
前
回
（
一
九
五
一
年
）、
民
主
党
に
社
会
党
が
相
乗
り
、
自
由
党
推
薦
候
補
を
破
っ
て
三
木

行
治
知
事
を
誕
生
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
期
目
は
自
由
党
も
合
流
し
て
保
革
相
乗
り
が
形
成
さ
れ
て
無
投
票
と
な
っ
た
。
一
九
五
八
年

の
広
島
県
の
大
原
博
夫
知
事
（
三
期
目
）、
一
九
五
九
年
の
山
形
県
の
安
孫
子
藤
吉
知
事
（
二
期
目
）
も
、
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
経
緯
で
無
投

票
当
選
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
合
同
後
の
、
一
九
五
八
年
の
金
子
正
則
知
事
（
香
川
県
）、
一
九
五
九
年
の
原
菊
太
郎
知
事
（
徳
島
県
）、

一
九
六
三
年
の
池
田
直
知
事
（
佐
賀
県
）、
黒
木
博
知
事
（
宮
崎
県
）、
田
部
長
右
衛
門
知
事
（
島
根
県
）、
寺
園
勝
志
知
事
（
鹿
児
島
県
）
は
、

一
本
化
さ
れ
た
強
固
な
保
守
地
盤
を
前
に
し
て
、
共
産
党
を
含
め
、
野
党
が
候
補
者
を
立
て
ら
れ
ず
に
、
無
投
票
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
無
投
票
選
挙
と
な
る
一
期
前
の
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
を
み
る
と
、
金
子
知
事
八
八
・
七
％
、
原
知
事
七
一
・
三
％
、
池
田
知
事

六
五
・
八
％
、
黒
木
知
事
七
九
・
五
％
、
田
部
知
事
五
一
・
九
％
、
寺
園
知
事
八
八
・
二
％
と
、
島
根
の
田
部
知
事
以
外
は
圧
倒
的
な
勝
利
を

お
さ
め
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
の
は
、
埼
玉
県
の
畑
和
知
事
と
滋
賀
県
の
武
村
正
義
知
事
の
み
で
あ

る
。
畑
知
事
は
、
一
九
七
二
年
に
社
会
、
民
社
、
共
産
の
推
薦
を
得
て
、
自
民
党
公
認
候
補
と
の
一
騎
打
ち
を
制
し
て
知
事
の
座
に
就
い

た
。
二
期
目
は
公
明
党
も
加
わ
っ
て
、
オ
ー
ル
野
党
の
相
乗
り
が
形
成
さ
れ
る
一
方
で
、
自
民
党
は
候
補
者
を
擁
立
で
き
ず
、
無
投
票
と

な
っ
た
。
畑
知
事
の
三
期
目
も
自
民
党
は
不
戦
敗
と
な
っ
た
が
、
他
の
候
補
が
出
馬
し
た
た
め
投
票
が
行
わ
れ
た
。
四
期
目
、
五
期
目
は

（
一
七
八
）
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七

自
民
党
が
候
補
者
を
擁
立
し
て
保
革
対
決
の
選
挙
と
な
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
畑
知
事
が
勝
利
し
た
。

武
村
知
事
は
、
一
九
七
四
年
に
社
会
、
公
明
、
民
社
、
共
産
の
オ
ー
ル
野
党
の
推
薦
を
受
け
、
自
民
党
推
薦
候
補
と
の
激
戦
を
制
し
て

知
事
の
座
に
就
い
た
。
二
期
目
と
三
期
目
は
、
オ
ー
ル
野
党
の
相
乗
り
に
自
民
党
も
加
わ
っ
て
、
主
要
政
党
に
よ
る
総
与
党
の
相
乗
り
連

合
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
期
連
続
で
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
。
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
自
民
党
か
ら
共
産
党
ま
で
の
主
要
政
党
が
相

乗
り
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
か
っ
た
。

畑
、
武
村
の
両
知
事
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
共
産
党
の
支
援
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
無
投
票
と
な
る
か
否
か
は
、
事
実

上
、
共
産
党
が
勝
敗
を
度
外
視
し
て
対
抗
馬
を
擁
立
す
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
く
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
、
共
産
党
を
含
む
相
乗
り

連
合
が
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
無
投
票
に
な
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

武
村
知
事
が
一
九
八
二
年
に
無
投
票
と
な
っ
て
以
降
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
約
二
〇
年
、
知
事
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
は
姿
を
消

す
。
当
時
は
、
共
産
党
を
除
く
保
革
相
乗
り
が
全
盛
の
時
代
で
あ
る
が
、
共
産
党
が
積
極
的
に
候
補
者
を
擁
立
し
た
た
め
、
結
果
的
に
無

投
票
当
選
は
回
避
さ
れ
て
い
た
。

二
〇
年
ぶ
り
の
無
投
票
当
選
知
事
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
三
年
の
鳥
取
県
の
片
山
善
博
知
事
で
あ
る
。
片
山
知
事
は
、
初
当
選
と
な

る
前
回
選
挙
（
一
九
九
九
年
）
で
は
、
共
産
党
を
除
く
主
要
政
党
の
推
薦
を
受
け
、
自
民
党
の
分
裂
候
補
ら
を
破
っ
て
知
事
の
座
に
就
い

た
。
二
期
目
と
な
る
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
は
、
あ
え
て
政
党
か
ら
の
推
薦
を
求
め
ず
、「
無
党
派
」
と
し
て
選
挙
に
臨
ん
だ
が
、
共
産
党

が
片
山
知
事
を
一
定
評
価
す
る
と
し
て
候
補
者
の
擁
立
を
見
送
っ
た
た
め
、
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
代
に
は
無
投
票
当
選
の
知
事
が
再
び
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
高
知
県
の
尾
崎
正
直
知
事
は
、
初
当
選
と
な
る
二
〇
〇
七

年
の
選
挙
で
は
、
自
民
、
民
主
、
公
明
、
社
民
の
推
薦
を
受
け
、
自
民
党
の
分
裂
候
補
ら
を
破
っ
て
知
事
の
座
に
就
い
た
。
尾
崎
知
事
の

（
一
七
九
）
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三
八

二
期
目
（
二
〇
一
一
年
）
は
、
相
乗
り
の
枠
組
み
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
共
産
党
も
尾
崎
県
政
を
一
定
評
価
し
て
い
た
た
め
候
補
者

擁
立
を
見
送
り
、
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
。
三
期
目
（
二
〇
一
五
年
）
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
状
況
の
も
と
で
無
投
票
当
選
と
な
っ
て
い

る
。秋

田
県
の
佐
竹
敬
久
知
事
は
、
初
当
選
の
二
〇
〇
九
年
選
挙
は
、
自
民
党
と
社
民
党
の
支
持
、
連
合
秋
田
の
推
薦
を
受
け
、
民
主
党
・

国
民
新
党
推
薦
の
候
補
を
破
っ
て
知
事
と
な
っ
た
。
二
期
目
（
二
〇
一
三
年
）
は
、
公
明
党
の
支
持
も
加
え
る
な
か
、
民
主
党
が
候
補
者

擁
立
を
見
送
っ
て
自
主
投
票
と
な
り
、
無
投
票
当
選
が
決
ま
っ
た
。

山
形
県
の
吉
村
美
栄
子
知
事
は
、
初
当
選
の
二
〇
〇
九
年
選
挙
は
、
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
の
支
持
・
支
援
を
受
け
て
、
自
民
党

推
薦
の
現
職
候
補
を
破
っ
て
当
選
を
は
た
し
た
。
二
期
目
（
二
〇
一
三
年
）
は
、「
県
民
党
」
を
標
榜
し
て
各
党
に
推
薦
を
求
め
な
か
っ
た

が
、
事
実
上
の
支
援
の
枠
組
み
は
継
続
し
、
自
民
党
が
独
自
候
補
の
擁
立
を
断
念
し
て
自
主
投
票
と
な
っ
た
た
め
無
投
票
が
決
定
し
た
。

続
く
三
期
目
（
二
〇
一
七
年
）
も
、
同
様
の
状
況
が
続
き
、
無
投
票
と
な
っ
た
。

岩
手
県
の
達
増
拓
也
知
事
は
、
初
当
選
の
二
〇
〇
七
年
選
挙
は
、
民
主
党
の
推
薦
を
得
て
、
自
民
党
推
薦
候
補
や
共
産
党
推
薦
候
補
ら

を
破
っ
て
知
事
の
座
に
就
い
た
。
二
期
目
（
二
〇
一
一
年
）
も
ほ
ぼ
同
様
の
対
立
枠
組
み
の
も
と
で
選
挙
が
行
わ
れ
、
達
増
知
事
が
再
選

を
は
た
し
た
。
三
期
目
（
二
〇
一
五
年
）
は
、
共
産
党
も
達
増
知
事
を
支
援
す
る
一
方
で
、
自
民
と
公
明
が
候
補
者
を
擁
立
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
出
馬
に
至
ら
ず
、
無
投
票
で
の
当
選
が
決
ま
っ
た
。

知
事
選
挙
に
お
け
る
二
〇
件
の
無
投
票
当
選
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、
無
投
票
当
選
知
事
は
、「
無
党
派
」
を
除
く
と
、
自

民
系
（
六
件
）、
非
自
民
系
（
四
件
）、
相
乗
り
系
（
九
件
）
の
三
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、
共
産
党
の
動
向

が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
特
に
、「
共
産
党
を
除
く
相
乗
り
」
が
主
流
と
な
っ
た
七
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
共
産
党
が
対
抗
馬
を
擁
立
す

（
一
八
〇
）
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る
か
否
か
が
、
無
投
票
と
な
る
か
を
左
右

し
て
い
る
。
第
二
に
、
新
人
が
無
投
票
当

選
と
な
る
例
は
皆
無
で
あ
り
、
無
投
票
当

選
は
、
現
職
の
二
期
目
、
又
は
、
三
期
目

の
選
挙
に
限
ら
れ
て
い
る
。
四
期
目
以
降

が
無
投
票
と
な
る
例
は
な
く
、
多
選
に
対

し
て
は
、
反
発
が
生
じ
て
対
抗
馬
が
出
や

す
い
と
み
ら
れ
る
。

（
二
）�　
市
区
町
村
長
選
挙
に
お
い
て
無

投
票
当
選
を
も
た
ら
す
環
境

先
述
の
通
り
、
市
区
町
村
長
選
挙
に
つ

い
て
は
、
近
年
、
町
村
長
選
挙
の
半
数
弱
、

市
区
長
選
挙
の
約
四
分
の
一
が
無
投
票
当

選
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ど
の

よ
う
な
社
会
・
経
済
的
、
政
治
・
行
政
的

な
環
境
に
お
い
て
無
投
票
当
選
が
生
じ
て

図表 ３　無投票当選の知事一覧

年 都道府県 知事名 期 主たる前歴 支援政党（区分）
1955 岡山県 三木�行治 2 医師 ･厚生省 自由･民主･左社･右社推薦（相乗り）
1955 島根県 恒松�安夫 2 大学教授･県議 自由･民主･左社推薦（相乗り）
1958 香川県 金子�正則 3 裁判官 自公認（自民）
1958 広島県 大原�博夫 3 県議 ･衆院 自 ･社推薦（相乗り）
1959 山形県 安孫子�藤吉 2 農林省 自 ･社推薦（相乗り）
1959 徳島県 原�菊太郎 2 市議 ･市長 自推薦（自民）
1963 佐賀県 池田�直 2 会計検査院 自推薦（自民）
1963 宮崎県 黒木�博 2 県庁 自推薦（自民）
1963 島根県 田部�長右衛門 2 実業家 ･衆院 自公認（自民）
1963 鹿児島県 寺園�勝志 3 内務省 自推薦（自民）
1976 埼玉県 畑�和 2 県議 ･衆院 社 ･公 ･民 ･共推薦（非自民）
1978 滋賀県 武村�正義 2 自治省 自 ･ 社 ･ 公 ･ 民 ･ 共 ･ ク ･ 連

推薦（相乗り）
1982 滋賀県 武村�正義 3 自治省 自 ･ 社 ･ 公 ･ 民 ･ 共 ･ ク ･ 連

推薦（相乗り）
2003 鳥取県 片山�善博 2 自治省 なし（無党派）
2011 高知県 尾﨑�正直 2 財務省 自 ･民 ･公 ･社推薦（相乗り）
2013 山形県 吉村�美栄子 2 教員･行政書士 民 ･社 ･共支援（非自民）
2013 秋田県 佐竹�敬久 2 県庁 自 ･公 ･社支援（相乗り）
2015 岩手県 達増�拓也 3 外務省 ･衆院 民 ･維 ･共 ･生支援（非自民）
2015 高知県 尾﨑�正直 3 財務省 自 ･民 ･公 ･社推薦（相乗り）
2017 山形県 吉村�美栄子 3 教員･行政書士 民 ･社 ･共支援（非自民）

出所：「無投票当選をした知事一覧」（全国知事会HP）をもとに著者作成。

（
一
八
一
）
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四
〇

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
社
会
・
経
済
的
な
環
境
に
つ
い
て
は
、
市
区
長
選
挙
よ
り
も
町
村
長
選
挙
の
ほ
う
が
無
投
票
当
選
が
多
い
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ

れ
る
よ
う
に
、
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
ま
た
、
産
業
構
造
が
農
村
的
で
あ
る
こ
と
が
無
投
票
当
選
を
も
た
ら
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
石
上
（
二
〇
〇
三
）
は
、
二
〇
〇
三
年
の
統
一
地
方
選
挙
時
に
実
施
さ
れ
た
市
区
長
選
挙
に
つ
い
て
、
無
投
票
当
選
だ
っ
た
自

治
体
と
そ
れ
以
外
の
自
治
体
の
単
純
な
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
無
投
票
当
選
だ
っ
た
自
治
体
の
社
会
・
経
済
的
な
特

徴
と
し
て
は
、
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
人
口
減
少
率
が
高
く
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
比
が
低
く
、
財
政
力
指
数
が
低
い
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
る
と

し
て
い
る
（
４
）

。

ま
た
、
小
林
（
二
〇
一
五
）
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
市
区
長
選
挙
と
町
村
長
選
挙
を
対
象
と
し
て
、

無
投
票
当
選
か
否
か
を
従
属
変
数
と
し
、
い
く
つ
か
の
社
会
・
経
済
的
変
数
を
独
立
変
数
と
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
て

い
る
（
５
）

。
分
析
の
結
果
、
市
区
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
①
人
口
変
動
率
（
絶
対
値
）
が
大
き
い
ほ
ど
、
②
人
口
密
度
が
小
さ
い
ほ
ど
、
無
投

票
当
選
の
確
率
を
高
め
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
人
口
の
変
動
は
、
減
少
す
る
に
せ
よ
、
増
加
す
る
に
せ
よ
、
人
々
の
連
帯
を
弱
め
、
市

民
社
会
を
弱
め
る
と
の
立
場
か
ら
、
人
口
変
動
率
（
絶
対
値
）
を
「
自
治
体
に
お
け
る
市
民
社
会
の
強
さ
」
を
あ
ら
わ
す
指
標
と
し
て
用

い
て
い
る
。
ま
た
、
町
村
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
①
第
一
次
産
業
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
②
県
民
所
得
が
低
い
ほ
ど
、
無
投
票
当
選
の
確
率

が
高
ま
る
と
し
て
い
る
。
町
村
部
に
お
い
て
は
、
よ
り
農
村
的
な
特
徴
の
強
い
自
治
体
ほ
ど
、
無
投
票
と
な
っ
て
い
る
傾
向
を
示
し
て
い

る
。ま

た
、
鷲
見
（
二
〇
一
七
）
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
か
ら
二
〇
一
四
年
六
月
末
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
七
五
九
の
市
区
長
選
を
対
象
に
、

無
投
票
当
選
（
一
九
六
市
区
）
の
発
生
確
率
を
推
定
す
る
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
ロ
ジ
ッ
ト
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
人
口

（
一
八
二
）
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規
模
が
小
さ
い
自
治
体
ほ
ど
、
無
投
票
に
な
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
６
）

。

次
に
、
政
治
・
行
政
的
な
環
境
に
つ
い
て
は
、
無
投
票
当
選
し
た
首
長
の
前
職
や
当
選
回
数
、
市
町
村
合
併
と
の
関
係
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
石
上
（
二
〇
〇
三
）
は
、
無
投
票
当
選
し
た
市
区
長
の
前
職
は
、
行
政
職
出
身
者
が
多
く
、
議
員
出
身
者
が
少
な
い
傾
向
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
鷲
見
（
二
〇
一
七
）
に
お
い
て
は
、
市
区
の
幹
部
出
身
で
あ
る
こ
と
が
無
投
票
当
選
と
な
る
確
率
を
高
め
る
と
し
て

い
る
。
議
員
出
身
者
の
多
く
は
党
派
性
を
帯
び
る
の
で
、
行
政
職
出
身
者
な
ど
に
く
ら
べ
て
オ
ー
ル
与
党
の
体
制
を
築
き
に
く
い
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

当
選
回
数
に
つ
い
て
は
、
牛
山
（
二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、
当
選
回
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
無
投
票
当
選
の
割
合
が
増
加
す
る
と
い
う
傾

向
が
示
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。
二
〇
一
六
年
五
月
か
ら
二
〇
一
七
年
四
月
の
一
年
間
に
実
施
さ
れ
た
二
三
七
の
市
区
長
選
挙
に
つ
い
て
、
無
投
票

当
選
と
な
っ
た
の
は
、
当
選
一
回
目
は
八
・
八
％
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
二
回
目
で
三
三
・
九
％
、
三
回
目
で
三
六
・
七
％
、
四
回
目
で

三
八
・
七
％
、
五
回
以
上
で
は
四
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
石
上
（
二
〇
〇
三
）
も
当
選
回
数
が
多
い
市
長
ほ
ど
無
投
票
当
選
の
割
合
が

高
い
と
し
て
い
る
が
、
当
選
回
数
が
四
回
以
上
と
な
る
と
無
投
票
当
選
の
割
合
は
低
下
す
る
と
し
て
い
る
。
鷲
見
（
二
〇
一
七
）
も
同
様

に
、
二
期
目
か
ら
四
期
目
ま
で
の
現
職
に
つ
い
て
は
、
統
計
的
に
有
意
に
無
投
票
当
選
の
確
率
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
政
治
・
行
政
的
環
境
と
し
て
、
鷲
見
（
二
〇
一
七
）
は
、
市
町
村
合
併
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
合
併
後
二
回
目
の
選
挙
が
無

投
票
に
な
る
確
率
が
高
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
る
こ
と
、
県
内
市
区
の
無
投
票
当
選
が
全
体
的

に
多
い
こ
と
も
、
無
投
票
当
選
の
発
生
確
率
を
高
め
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
政
党
支
援
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
無
投
票
に
対
し
て

は
、
相
乗
り
（
自
民
・
公
明
の
い
ず
れ
か
一
つ
又
は
両
方
の
支
持
、
及
び
、
民
主
・
社
民
・
共
産
の
い
ず
れ
か
一
つ
又
は
複
数
の
支
持
）
が
プ
ラ
ス
に
、

自
公
系
、
野
党
系
が
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
も
の
の
、
統
計
的
に
有
意
な
関
係
は
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

（
一
八
三
）
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三
　
議
会
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選

次
に
、
議
会
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
の
動
向
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
図
表
４
は
、
統
一
地
方
選
挙
時
に
実
施
さ
れ
た
議
会
選
挙
に

つ
い
て
、
無
投
票
当
選
の
占
め
る
割
合
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
８
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
議
会
選
挙
と
町
村
議
会
選
挙
に
お

い
て
無
投
票
当
選
が
多
く
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
近
年
は
四
分
の
一
前
後
の
水
準
で
あ
る
。
他
方
で
、
政

令
指
定
都
市
を
含
む
市
区
議
会
選
挙
で
は
無
投
票
当
選
は
数
％
程
度
と
少
な
く
、
近
年
も
増
加
傾
向
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
市
区
町
村
議
会
選
挙
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る
執
行
率
は
首
長
選
挙
よ
り
は
高
い
も
の
の
四
割
程
度
な
の
で
、
す
べ
て
の
選

挙
の
動
向
に
つ
い
て
も
補
足
し
て
お
こ
う
。
図
表
５
は
、
統
一
地
方
選
挙
時
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
市
区
町
村
議
会

選
挙
に
つ
い
て
、
近
年
（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
八
年
）
の
無
投
票
当
選
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
市
区
議
会

の
無
投
票
当
選
に
つ
い
て
は
、
近
年
は
お
お
む
ね
四
％
前
後
と
比
較
的
低
い
水
準
を
推
移
し
て
お
り
、
特
に
増
加
傾
向
に
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
町
村
議
会
の
無
投
票
当
選
は
、
年
に
よ
る
変
動
が
か
な
り
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
以
下
、

議
会
選
挙
に
お
け
る
無
投
票
当
選
の
状
況
を
整
理
し
て
い
く
が
、
ま
ず
は
、
無
投
票
当
選
と
議
会
の
選
挙
区
制
の
関
係
か
ら
確
認
し
て
お

き
た
い
。

（
一
）　
議
会
に
お
け
る
選
挙
区
制
と
無
投
票
当
選

日
本
の
地
方
議
会
の
選
挙
制
度
は
、
有
権
者
が
複
数
の
候
補
者
か
ら
一
人
を
選
ん
で
投
票
す
る
単
記
式
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は

共
通
し
て
い
る
が
、
選
挙
区
制
が
都
道
府
県
議
会
選
挙
と
市
区
町
村
議
会
選
挙
と
で
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
無
投
票
当
選
の
動
向

（
一
八
四
）
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図表 ４　議会選挙における無投票当選の割合の推移（統一地方選挙）

出所：総務省「地方選挙結果調」より作成。2019 年は『朝日新聞』。

図表 ５　近年の市区町村議会選挙における無投票当選の割合（全数）

出所：�総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調等」（各年

版）より作成。
（
一
八
五
）
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に
も
影
響
し
て
い
る
。

ま
ず
、
都
道
府
県
議
会
の
選
挙
は
、
域
内
を
い
く
つ
か
の
選
挙
区
に
区
分
し
て
実
施
し
て
お
り
、
選
挙
区
は
、
①
市
の
区
域
、
②
市
の

区
域
と
隣
接
す
る
町
村
の
区
域
を
合
わ
せ
た
区
域
、
③
隣
接
す
る
町
村
の
区
域
を
合
わ
せ
た
区
域
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
市
と
「
郡
」
を
選
挙
区
と
す
る
の
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、「
郡
」
を
構
成
す
る
町
村
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
扱

う
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

各
選
挙
区
の
議
員
定
数
は
、
選
挙
区
の
人
口
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、
人
口
の
少
な
い
選
挙
区
は
議
員
定
数
一
の
一
人
区
で

あ
り
、
人
口
の
多
い
選
挙
区
は
議
員
定
数
が
複
数
名
の
二
人
区
以
上
と
な
る
。
な
お
、
都
道
府
県
議
会
の
選
挙
区
で
議
員
定
数
が
最
大
な

の
は
、
鹿
児
島
県
議
会
の
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
選
挙
区
の
一
七
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
道
府
県
議
会
の
選
挙
区
の
定
数
は
一
か
ら

一
七
ま
で
と
多
様
で
あ
り
、
選
挙
区
制
に
お
い
て
、
小
選
挙
区
制
（
一
人
区
）、
い
わ
ゆ
る
中
選
挙
区
制
（
二
～
五
人
区
）、
そ
し
て
、
い
わ

ゆ
る
大
選
挙
区
制
（
六
人
区
以
上
）
が
混
在
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
（
９
）

。
全
体
の
分
布
と
し
て
は
、
一
人
区
が
四
〇
・
四
％
、
二
人
区
が

三
〇
・
一
％
、
三
人
区
が
一
三
・
〇
％
、
四
人
区
が
七
・
二
％
、
五
人
区
～
一
七
人
区
が
九
・
三
％
で
あ
る
（
10
）

。

な
お
、
一
票
の
価
値
の
格
差
是
正
の
観
点
等
か
ら
、
選
挙
区
を
「
合
区
」
す
る
こ
と
は
、
各
議
会
の
判
断
に
よ
り
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

市
町
村
合
併
の
動
向
な
ど
に
も
よ
っ
て
、
市
町
村
の
数
や
人
口
規
模
も
各
都
道
府
県
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
選
挙
区
の
設
定
状
況
は
各

都
道
府
県
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
岐
阜
県
は
議
員
定
数
四
六
に
対
し
て
選
挙
区
が
二
六
あ
る
が
、
議
員
定
数
が
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
愛
媛
県
（
四
七
）、
沖
縄
県
（
四
八
）
の
選
挙
区
は
半
数
の
一
三
し
か
な
い
。
選
挙
区
の
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
定
数
一
の
一
人

区
が
多
い
こ
と
を
意
味
し
、
岐
阜
県
の
場
合
は
一
人
区
が
一
七
あ
る
。
他
方
で
、
選
挙
区
の
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
人
区
が
少

な
い
こ
と
を
意
味
し
、
愛
媛
県
の
一
人
区
は
四
、
沖
縄
県
の
一
人
区
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
人
区
で
は
無
投
票
当
選
が

（
一
八
六
）
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多
く
な
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
一
人
区
の
多
い
岐
阜
県
議
会
は
、
今
回
の
統
一
地
方
選
に
お
い
て
、
無
投
票
当
選
者
の
割
合
が

四
七
・
八
％
と
全
国
最
多
で
あ
っ
た
。

次
に
、
市
区
町
村
議
会
は
、
原
則
と
し
て
、
地
域
ご
と
の
選
挙
区
を
設
け
ず
、
自
治
体
全
域
を
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

政
令
指
定
都
市
は
、
人
口
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
行
政
区
を
も
っ
て
選
挙
区
と
し
て
い
る
。
政
令
指
定
都
市
以
外
の
市
区
町
村
も
、

条
例
に
よ
っ
て
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
例
え
ば
、
市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
際
に
、
一
時
的
に
旧
市
町
村
の
区
域
を
選

挙
区
と
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
平
成
の
大
合
併
が
一
段
落
し
た
現
在
、
そ
の
例
は
な
い
（
11
）

。

市
区
町
村
議
会
の
議
員
定
数
は
、
法
定
の
上
限
の
範
囲
内
で
、
お
お
む
ね
人
口
規
模
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
、
現
在
は
最
小
で
五
（
沖
縄

県
北
大
東
村
、
和
歌
山
県
北
山
村
（
12
））、

最
大
で
五
〇
（
船
橋
市
、
鹿
児
島
市
、
世
田
谷
区
、
練
馬
区
、
大
田
区
）
で
あ
る
。
市
区
町
村
議
会
は
、
い

わ
ゆ
る
大
選
挙
区
制
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
政
令
指
定
都
市
は
行
政
区
を
選
挙
区
と
し
て
お
り
、
選
挙
区
の
定
数
は
二
か
ら
二
〇
と

多
様
で
あ
る
が
、
一
人
区
は
存
在
し
な
い
（
13
）

。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
地
方
選
挙
に
お
け
る
選
挙
区
制
は
多
様
で
あ
る
が
、
選
挙
区
制
と
無
投
票
当
選
と
の
間
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
選
挙
区
の
議
員
定
数
が
少
な
い
ほ
ど
無
投
票
当
選
の
割
合
が
多
く
、
議
員
定
数
が
多
い
ほ
ど
無
投
票
当
選
は
少
な
い
と
い
う

傾
向
で
あ
る
。
議
員
定
数
が
最
小
で
あ
る
一
人
区
（
小
選
挙
区
）
で
は
最
多
票
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
当
選
で
き
な
い
の
で
、
当
選
す
る
た

め
の
ハ
ー
ド
ル
は
基
本
的
に
高
い
と
い
え
る
が
、
逆
に
、
議
員
定
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
当
選
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
る
。
例

え
ば
、
議
員
定
数
が
五
〇
名
の
船
橋
市
や
鹿
児
島
市
の
議
会
選
挙
で
は
、
当
選
に
必
要
な
最
低
得
票
率
（
最
下
位
当
選
者
の
得
票
率
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
・
一
七
％
、
一
・
三
四
％
で
あ
る
（
14
）

。
こ
の
よ
う
に
議
員
定
数
が
多
い
ほ
ど
、
当
選
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
い
と
認
識
さ
れ
る
た

め
、
立
候
補
す
る
誘
因
が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
無
投
票
当
選
は
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
議
員
定
数
が
少
な
い
ほ
ど
、

（
一
八
七
）
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当
選
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
認
識
さ
れ
、
立
候
補
を
躊
躇
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と

し
て
無
投
票
当
選
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
表
６
は
、
茨
木
（
二
〇
一
七
）
の
集
計
に
基
づ
き
、
近
年
の
道
府
県
議
選
挙
に
つ

い
て
、
選
挙
区
の
議
員
定
数
ご
と
に
無
投
票
当
選
の
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
（
15
）

。

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
四
回
分
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
選
挙
が
対
象
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
約
三
割
、
二
九
・
一
％
の
選
挙
区
が
無
投

票
で
あ
る
。
こ
れ
を
議
員
定
数
ご
と
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
無
投
票
と
な
っ
た
選
挙

区
の
割
合
は
、
一
人
区
で
は
四
三
・
六
％
、
二
人
区
で
二
六
・
六
％
、
三
～
五
人
区
で

一
一
・
二
％
、
六
～
一
〇
人
区
で
三
・
三
％
、
一
一
人
以
上
で
二
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

議
員
定
数
が
少
な
い
ほ
ど
、
特
に
、
一
人
区
に
お
い
て
無
投
票
当
選
が
多
く
な
る
と
い

う
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
。
逆
に
、
議
員
定
数
が
六
名
以
上
に
な
る
と
、
無
投
票
当
選

の
割
合
は
三
％
前
後
で
あ
り
、
総
じ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。

（
二
）　
議
会
選
挙
に
お
い
て
無
投
票
当
選
を
も
た
ら
す
環
境

次
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
・
経
済
的
、
政
治
・
行
政
的
な
環
境
の
議
会
選
挙
に
お
い

て
無
投
票
当
選
が
多
く
生
じ
て
い
る
の
か
、
整
理
し
て
お
こ
う
。
社
会
・
経
済
的
な
環

境
に
つ
い
て
は
、
よ
り
農
村
的
な
特
徴
の
強
い
自
治
体
の
議
会
に
お
い
て
、
ま
た
、
政

図表 ６　県議選の選挙区定数別の無投票当選（２00３ 年～ ２0１５ 年の統一地方選挙）

議員定数 選挙区数（Ａ） 無投票選挙区数（Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）
1 1713 747 43.6％
2 1205 320 26.6％
3 ～ 5 891 100 11.2％
6 ～ 10 152 5 3.3％
11 ～ 77 2 2.6％
（総数） 4038 1174 29.1％

出所：茨木（2017）143 頁より作成。

注）�2003 年、2007 年、2011 年、2015 年の統一地方選挙時に実施された 41 道府

県の議会選挙が対象（別日程で実施されている茨城、東京、沖縄、岩手、

宮城、福島の 6都県は対象外）。

（
一
八
八
）
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石
上
）

四
七

治
・
行
政
的
な
環
境
に
つ
い
て
は
、
議
員
定
数
が
少
な
く
、
議
員
報
酬
の
水
準
が
低
い
自
治
体
に
お
い
て
、
無
投
票
当
選
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

小
林
（
二
〇
一
五
）
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
市
区
議
会
選
挙
と
町
村
議
会
選
挙
を
対
象
と
し
て
、
無
投
票
当
選
か

否
か
を
従
属
変
数
と
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
い
、
市
区
議
会
に
つ
い
て
は
、
人
口
変
動
率
（
絶
対
値
）
が
大
き
い
ほ
ど
、

ま
た
、
人
口
密
度
が
低
い
ほ
ど
、
無
投
票
当
選
の
確
率
を
高
め
る
と
し
て
い
る
（
16
）

。
町
村
議
会
に
つ
い
て
は
、
人
口
変
動
率
（
絶
対
値
）
が

大
き
い
ほ
ど
、
第
一
次
産
業
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
、
人
口
密
度
が
低
い
ほ
ど
、
無
投
票
当
選
の
確
率
が
高
ま
る
と
し
て
い
る
。
市
区

の
な
か
で
も
、
ま
た
、
町
村
の
な
か
で
も
よ
り
農
村
的
な
特
徴
の
強
い
自
治
体
ほ
ど
、
無
投
票
と
な
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。次

に
、
長
野
（
二
〇
一
九
）
は
、
全
国
の
九
二
七
町
村
を
、
直
近
の
議
会
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
一
九
一
団
体
と
無
投
票
で
な
か
っ

た
（
投
票
が
行
わ
れ
た
）
七
三
六
団
体
に
分
け
、
主
要
な
指
標
の
平
均
値
を
比
較
し
て
い
る
（
図
表
７
）。
分
析
対
象
期
間
は
、
二
〇
一
一
年

四
月
一
日
～
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
で
あ
る
（
17
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
議
会
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
町
村
の
特
徴
と
し
て
、
①
人
口
が
少
な

い
、
②
第
一
次
産
業
従
事
者
比
率
が
高
い
、
③
財
政
力
指
数
が
低
い
、
④
議
員
の
月
額
報
酬
が
低
い
、
⑤
議
員
定
数
（
条
例
）
が
小
さ
い
、

と
い
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
総
じ
て
、
町
村
の
中
で
も
、
よ
り
農
村
的
な
特
徴
を
も
つ
自
治
体
の
議
会
が
無
投
票
と
な
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
無
投
票
か
否
か
を
従
属
変
数
と
す
る
パ
ス
解
析
を
行
っ
た
結
果
、
月
額
報
酬
が
低
い
こ
と
と
、

議
員
定
数
が
少
な
い
こ
と
が
、
無
投
票
と
な
る
こ
と
に
対
し
て
統
計
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
分
析
結
果
か
ら
、
長
野
は
、
議
員
報
酬
の
低
さ
と
議
員
定
数
の
少
な
さ
が
無
投
票
当
選
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
無
投
票
当
選
の
発
生
を

避
け
る
た
め
に
は
、
議
員
報
酬
と
議
員
定
数
を
一
定
の
水
準
に
保
つ
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
一
八
九
）
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四
八

な
お
、
政
治
・
行
政
的
な
環
境
に
つ
い
て
は
、
共
産
党
の
候
補
者
戦

略
も
無
投
票
当
選
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
18
）

。
共
産
党
は
、
と

き
に
勝
敗
を
度
外
視
し
て
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
が
あ
る
が
、
共
産
党

が
積
極
的
に
候
補
者
を
擁
立
す
れ
ば
、
無
投
票
当
選
は
減
少
し
、
逆
に
、

共
産
党
が
候
補
者
の
擁
立
を
見
送
る
ケ
ー
ス
が
増
え
れ
ば
、
無
投
票
当

選
が
増
加
す
る
。
図
表
８
の
実
線
は
、
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る
県
議

選
の
無
投
票
当
選
の
割
合
の
推
移
を
再
掲
し
た
も
の
で
あ
り
、
破
線
は
、

県
議
選
の
改
選
定
数
に
対
す
る
共
産
党
候
補
者
数
の
比
率
で
あ
る
。
例

え
ば
、
一
九
八
三
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
共
産
党
は
前
回
に
く
ら

べ
て
大
幅
に
候
補
者
を
増
や
し
、
改
選
定
数
の
四
割
近
い
数
の
候
補
者

を
擁
立
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
三
年
の
無
投
票
当
選
の
割
合
は
当
時
と

し
て
は
最
低
レ
ベ
ル
の
三
％
に
低
下
し
て
い
る
な
ど
、
実
線
（
無
投
票

当
選
の
割
合
）
と
破
線
（
共
産
党
の
候
補
者
数
）
は
、
逆
比
例
の
関
係
で

推
移
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
七
年
以
降

は
、
両
者
の
関
連
性
は
弱
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
は
前
回
に
く
ら
べ
て
共
産
党
が
候
補
者
を
減
ら
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
無
投
票
当
選
は
減
少
し
、
逆
に
、
二
〇
一
五
年
選
挙
で
は
前
回
に
く
ら
べ
て
共
産
党
が
候
補
者
を
増
や
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
無
投
票
当
選
は
増
加
し
て
い
る
。

図表 ７　無投票当選の町村議会の特徴

項目 選挙 平均値

国勢調査人口（H27）
無投票 9,681 人

投票あり 12,373 人

第 1次産業従事者比率

（H27）

無投票 18.5％

投票あり 14.5％

財政力指数（H27）
無投票 0.34

投票あり 0.39

月額報酬（議員）
無投票 195,496 円

投票あり 217,446 円

議員定数（条例）
無投票 11.16

投票あり 12.38

出所：長野（2019）32 頁より作成。

注）�いずれも平均値の差に 5％水準で有意差あり。自治体

数は、無投票 191、投票あり 736。

（
一
九
〇
）



無
投
票
当
選
に
関
す
る
一
考
察
（
石
上
）

四
九

四
　
む
す
び
に

以
上
、
無
投
票
当
選
の
動
向
を
整
理
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、
有
権

者
は
無
投
票
当
選
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
を
み
て
お
こ

う
。明

る
い
選
挙
推
進
協
会
が
統
一
地
方
選
挙
に
際
し
て
実
施
し
て
い
る

世
論
調
査
で
は
、
無
投
票
当
選
に
対
す
る
意
識
を
質
問
し
て
い
る
。

「
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
道
府
県
議
選
や
市
区
町
村
長
選
な
ど

に
無
投
票
当
選
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
公
職
者
（
首
長
や
議
会
議
員
）

は
投
票
で
決
め
る
の
が
本
す
じ
で
あ
る
の
に
、
投
票
な
し
に
決
ま
る
の

は
お
か
し
い
」、「
定
数
を
超
え
る
候
補
者
が
立
た
な
い
の
だ
か
ら
、
無

投
票
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
」、「
選
挙
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
や
、
あ
と

に
対
立
が
残
る
こ
と
や
、
ま
た
経
費
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
無
投

票
当
選
も
よ
い
」
と
い
っ
た
選
択
肢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

図
表
９
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
調
査
結
果
の
推
移
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
無
投
票
当
選
を
「
お
か
し
い
」
と
考
え
る
割

図表 ８　県議選における無投票当選者と共産党候補者の推移（統一地方選挙）

出所：総務省『地方選挙結果調』（各版）より作成。2019 年は『朝日新聞』。

注）�実線は改選数に占める無投票当選者数の割合、破線は改選数に占める共産

党候補者数の割合。

（
一
九
一
）
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五
〇

合
よ
り
も
、「
仕
方
が
な
い
」
と
考
え
る
割
合
の
方
が
、
総
じ
て
多
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
無
投
票
当
選
に
対
す
る
有
権
者
の
意
識
は
、
そ
れ
ほ

ど
厳
し
い
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
近
年
は
、

二
〇
一
五
年
の
調
査
で
「
お
か
し
い
」
が
三
二
・
三
％
に
対
し
て
、「
仕
方

が
な
い
」
が
三
九
・
五
％
を
占
め
る
な
ど
、
無
投
票
当
選
を
否
定
す
る
意

識
は
弱
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
無
投
票
当
選
を
「
よ
い
」
と
肯
定
的

に
と
ら
え
る
回
答
も
一
〇
％
前
後
を
占
め
続
け
て
お
り
、
有
権
者
の
意
識

に
お
い
て
、
無
投
票
当
選
は
強
く
否
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
無
投
票
当
選
は
、
有
権
者
か
ら
代
表
者
を
選
択
す
る
機
会

そ
の
も
の
を
奪
う
、
間
接
民
主
制
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
由
々
し

き
問
題
で
あ
る
。
無
投
票
当
選
の
蔓
延
は
、
低
投
票
率
以
上
に
深
刻
で
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
投
票
当
選
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
た

め
に
、
小
規
模
自
治
体
や
農
村
部
の
自
治
体
を
想
定
し
な
が
ら
、
よ
り
立

候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
無
投
票
当
選
が
決
ま
る
と
、
選
挙
公
報
の
発
行
手
続
き
が
中
止
さ
れ

る
た
め
、
公
約
が
有
権
者
に
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
公
選
職
に
就
い
て
し
ま

図表 ９　無投票当選に対する有権者の意識

出所：�総務省・明るい選挙推進協会「統一地方選挙全国意識調査─調査結果の

概要─」（各年版）より作成。

（
一
九
二
）
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う
と
い
っ
た
弊
害
も
あ
る
（
19
）

。
無
投
票
当
選
し
た
首
長
や
議
員
に
対
す
る
有
権
者
の
監
視
機
能
を
確
保
す
る
手
立
て
を
考
え
て
い
く
こ
と

も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〈
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七
年
、
八
五
～

一
〇
二
頁
）

総
務
省
・
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
『
統
一
地
方
選
挙
全
国
意
識
調
査
─
調
査
結
果
の
概
要
─
』
各
年
版

（
一
九
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

五
二

総
務
省
自
治
行
政
局
選
挙
部
『
地
方
選
挙
結
果
調
』
各
年
版

総
務
省
「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別
人
員
調
等
」
各
年
版

「
地
方
議
会
・
議
員
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
・
参
考
資
料
（
二
〇
一
七
年
七
月
）

長
野
基
（
二
〇
一
九
）「
議
員
報
酬
・
定
数
等
に
関
す
る
調
査
結
果
の
分
析
」（
町
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
『
町
村
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
　
最
終
報
告
』
平
成
三
一
年
三
月
、
一
一
～
三
七
頁
）

（
1
）�

第
一
回
参
議
院
選
挙
（
一
九
四
七
年
）
の
岐
阜
選
挙
区
が
無
投
票
。
補
欠
選
挙
と
し
て
は
、
一
九
五
一
年
の
愛
媛
選
挙
区
が
無
投
票
。

（
2
）�

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
二
月
一
七
日
。

（
3
）�

総
務
省
「
平
成
三
一
年
統
一
地
方
選
挙
執
行
予
定
団
体
に
関
す
る
調
」。

（
4
）�

石
上
（
二
〇
〇
三
）、
五
～
二
〇
頁
。

（
5
）�

小
林
（
二
〇
一
五
）、
六
五
～
八
四
頁
。

（
6
）�

鷲
見
（
二
〇
一
七
）、
八
五
～
一
〇
二
頁
。

（
7
）�

牛
山
（
二
〇
一
八
）、
一
二
頁
。

（
8
）�

改
選
定
数
に
占
め
る
無
投
票
当
選
者
数
の
割
合
。

（
9
）�

日
本
で
は
、
か
つ
て
の
衆
議
院
に
お
け
る
三
人
区
か
ら
五
人
区
を
中
心
と
し
た
選
挙
区
制
を
中
選
挙
区
制
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

は
、
五
人
区
ま
で
を
い
わ
ゆ
る
中
選
挙
区
制
、
六
人
区
以
上
を
い
わ
ゆ
る
大
選
挙
区
制
と
し
て
い
る
。

（
10
）�

総
務
省
調
べ
（
平
成
二
五
年
九
月
一
日
現
在
）。

（
11
）�

最
近
で
は
、
伊
達
市
、
栃
木
市
、
高
崎
市
、
富
山
市
、
関
市
、
飯
塚
市
な
ど
が
一
時
的
に
選
挙
区
を
設
け
て
い
た
。「
地
方
議
会
・
議
員
に
関

す
る
研
究
会
」
参
考
資
料
集
、
二
四
頁
。

（
12
）�

和
歌
山
県
北
山
村
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
の
村
議
会
に
お
い
て
議
員
定
数
を
六
か
ら
五
に
削
減
す
る
条
例
案
を
可
決
し
た
。『
朝
日
新
聞
』

（
一
九
四
）



無
投
票
当
選
に
関
す
る
一
考
察
（
石
上
）

五
三

二
〇
一
九
年
三
月
一
二
日
。

（
13
）�

政
令
指
定
都
市
の
選
挙
区
定
数
の
分
布
状
況
は
以
下
の
通
り
。
定
数
二
～
四
が
二
二
・
九
％
、
定
数
五
～
七
が
四
三
・
九
％
、
定
数
八
以
上
が

三
三
・
二
％
。
総
務
省
調
べ
（
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
現
在
）。

（
14
）�
船
橋
市
は
二
〇
一
五
年
選
挙
、
鹿
児
島
市
は
二
〇
一
六
年
選
挙
に
お
け
る
最
下
位
当
選
者
の
得
票
率
。

（
15
）�

茨
木
（
二
〇
一
七
）、
一
四
〇
～
一
五
七
頁
。

（
16
）�

小
林
（
二
〇
一
五
）、
六
五
～
八
四
頁
。

（
17
）�

長
野
（
二
〇
一
八
）、
一
一
～
三
七
頁
。

（
18
）�

石
上
（
二
〇
〇
三
）、
一
七
～
一
八
頁
。

（
19
）�

無
投
票
当
選
の
「
副
作
用
」
に
つ
い
て
は
、
河
村
（
二
〇
一
八
）
を
参
照
。

（
一
九
五
）






